




















2019年 7月まで、全 7回の授業（1回 3時間の授業）























































































（３）第Ⅲ期 第 3 回～第 5 回（変化の受入）
授業と割り切ることで心理的な抵抗を抑え、「結














































































































































































































































































































































































































































































































































































および TEA図を完成させた 4人とは別の 2人の
TEA図とレポートについての考察は、次稿に引き
継ぐことにする。
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